
事 業 名 期 間 対 象 事業のねらい
募 集
人 数

教 職 員 ・ 青 少 年 教
育 施 設 職 員 ・青 少 青 少 年 教 育 に 関 わ る 学 校 や 地 域 活 動 の 指 導

指 導 に 活 き る Ａ Ａ Ｐ 年 団 体 指 導 者 ・青 者が ， Ｐ Ａ (ﾌ ﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄｱﾄ ﾞﾍ ﾞﾝﾁｬｰ)の手法を活か
4 . 2 5 （土） ２ ４（あかぎアドベンチャー 少年の研修担当者 し た 「 Ａ Ａ Ｐ (あ か ぎ ｱﾄ ﾞﾍ ﾞ ﾝﾁｬｰﾌ ﾟﾛｸ ﾞ ﾗﾑ ) 」 を 体１ ～

プログラム） ・地域リーダー等で 験 し ， プ ロ セ ス を 大 切 に し た 支 援 者 と し て の
4 . 2 6 （日）

セ ミ ナ ー に興味のある指 資質向上を図ります。PA
導者

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 興 味 ・ 関 心 の あ る 社 会 人
ボ ラ ン テ ィ ア ・学生 ・高校 生等を対象に， ボ ラン テ ィア活動

ス タ ー ト ア ッ プ 社 会 人 ・ 学 生 （ 大 に 必 要 な 知 識 ・ 技 術 の 習 得 の 場 を 提 供 す る
セ ミ ナ ー inあ か ぎ 学生・短 期 大学 生 こ と に よ り ， 広 く 社 会 の 様 々 な 場 面 で 自 発 的

5 . 1 6 （金）～ ボ ラ ン テ ィ ア ・専 門学校生等） ・ ２ ０ な活 動がで きるボラン ティアを養成しま す。２
～活 動 を 通 し て ， 高校 生等 で ボ ラ ン

5 . 1 7 （土）
平 成 ２ １ 年９月１ ９日 （土 ）～ ２ ０日 （日 ） に当 所で新しい自分を発 見 テ ィア 活 動に興 味 *

開催 予定の 「ボ ラ ンティア ステ ップアップ セ ミ ナー inしてみません か ～ ・関 心のある方
あか ぎ」にも参加 可能な方を優 先いたします。

①
7 . 1 0 （金）

～ 小学校の１週間の自然体験活動が，教育効果の
7 . 1 2 （日） 高い自然体験・生活体 験活動となるように，プロ

小学校の長期 自 然 グラム計画立案の助言，活動時の全体指導や活
自然体験活動 8. 2 1 （金） 体験活動 の全 体指 各 回 動の様子 の把握と助言，事業 評価の助言などを

３
指 導者養成研修 ～ 導者として 活動・ 協 ２ ０ 行う 指導者を養成し ます。この研修を受講された

8. 2 2 （土） 力する意志のある方 方は，国立青少年教育振興機構本部より登録され，
② 教育委員会等を通じて，学校に 全体指導者とし
10. 2 （金） て紹介されます。

～
10. 5 （月）

個々の児童生徒や学級集団の状態を分 析する
方法，発達段階に即した接し方，目に見えない
心の声の聴き方などを事例をもとに学 び，子ど

8 . 5 （水） もたちの現 状を客 観 的に見る 観察力 を身に付
４ 教員免許状更新 講習 小学校 ・中学 校

～ ３ ０ けま す 。ま た ，体験 活動の 意義と学 習指導 要
教諭

8 . 7 （金） 領 上 の 位 置づけを理解 し ，子ども た ちの社会
性，主体性，感性等を育むために有効とされる
体験活動の実体 験 から，適 宜 な支援を す る た
めに必要と な る 指 導 力 を 養 い ま す 。
前橋市立荒牧小学校並びに前橋市教育 委員 会
の協力を得て荒牧小学校５年生の希望者を対象あ か ぎ

8 . 1 7 （月） に実施します。フ ォ レ ス ト ス テ イ 前橋市立荒牧小学校
５ ～ ３ ０ 赤城山山麓の自然の中で，友達とテントに泊まり体 験 隊 第５学年の希望者

8 , 2 3 （日） 協力し合いながら，さま ざまな人や自然 に出会～ 火 と 水 と 森 の
い，「火」 「水」 「森」の体験を通して，自然を大切７ 日 間 ～
にする心と社会性やたくましさを育みます。

「 独 立 行 政 法 人 国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構 登ボ ラ ン テ ィ ア
独立行政法人 国 立

録 ボ ラ ン テ ィ ア 」 及 び 「 青 少 年 教 育 施 設 に おステップアップセミナ ー
青少年教 育振 興機

い て ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 経 験 の あ る 者 」 等 をi nあ か ぎ
9. 1 9 （土） 構登録ボラ ンティア

対 象に ，ボ ラン テ ィアの ステップ ア ップ のため６ ～ 及び青 少年 教育施 １ ５
～ 人 の 笑 顔 と 成

に 必 要 な 研 修 を 行 い ， 青 少 年 教 育 施 設 が 行長 に 出 会 う た め ，
9. 2 0 （日） 設に お いてボラン

う 企 画 事 業 ・ 研 修 支 援 事 業 等 に おけ る ボ ラ ン挑 戦 ・ 自 分 再 発 見
テ ィア活動の経 験

ティア の指導力を高 めます。・ ス テ ッ プ ア ッ プ
のある方等

の ２ 日 間 ～

小 学 校 ・ 中 学 校 ・あ か ぎ ナ チ ュ ラ ル
赤城山での自然体験をとおして環境教育の理論ド リ ー ム

9 . 2 1 （月）
高 等 学 校 ・ 特 別

や支援方法を学び， 学校教育 等での指 導者を７
～あなたにも環境教 育 ３ ０

～
支 援 学 校 教 諭 ，

養成します。のすすめ方が 見えて
9 . 2 3 （水）

環 境 教 育 に 興 味 ・
関心のある方くる！～

生 活 体 験 ・ 自 然 体 験 等 を と お し て ， 発 達 障 害
（児 ）者や社 会不適応者， 一般 の青 少年 の自
立に取り組んでい る支援 者及び 自立支 援に関

青 少 年 自 立 支 援 者
心を有する人々を 対象に開催します。

の ための研究交 流 青 少 年 の 自 立 支
（金） 参 加 者 の事 例 発表 や 先 進 的な事 例紹 介 及 び

フ ォーラム 援者及び自 立支 援
12.4

～ １００ 協議，支援者としてのスキル アッ プ研 修， 課題８
～体験から学び 主 体 に関心 のある 社会

（日） 解決に結びつく情 報の提 供・交 換等に より，自
的に人生を 生き るこ 人・学生・高校生

12.6
立支援 者の資質 向上と支 援方法の スキルア ッ

とをめざ す支 援～
プを図り ます。また，参加者間での交流・ネット
ワ ー ク 作 りを推進し ，連携支援活動の 充実 を
目指 し ま す 。

楽しくて，ためになる教育的な
イベントです。皆様の御参加を
お待ちしております。
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